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牛
山
鶴
堂
と
『
西
洋
落
語
』

浦　
　
　

和　

男

は
じ
め
に）

1
（

　

明
治
十
九
年
十
月
十
三
日
の
朝
日
新
聞
一
面
に
次
の
様
な
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
。

「
●
関
西
法
律
学
校
の
設
立　

当
府
下
に
於
て
孰
れ
の
地
に
設
置
す
る

や
未
だ
其
場
所
は
定
ま
ら
ざ
れ
ど
吉よ

し

田だ

一い
つ

士し

（
東
京
明
治
法
律
学
校

旧
監
事
法
律
学
士
）
鶴つ

る

見み

守も
り

義よ
し

小こ

倉く
ら

久ひ
さ
しの

三
氏
が
創
立
者
と
な
り
野の

村む
ら

祐い
う

亮り
や
う氏

之
れ
が
幹
事
と
な
り
当
控
訴
院
及
び
始
審
裁
判
所
に
在
勤

せ
ら
る
ヽ
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
の
門
人
な
る
検
事
堀ほ

つ

田た

正ま
さ

忠た
ヾ

法
律
学
士

な
る
評
定
官
井ゐ

の

上う
へ

操み
さ
を同

検
事
小こ

倉く
ら

久ひ
さ
し同

判
事
鶴つ

る

見み

守も
り

義よ
し

同
同
志し

方か
た

鍛た
ん

同
検
事
手て

塚つ
か

太た

郎ら
う

の
諸
氏
が
講
師
と
な
り
汎
く
内
外
の
法
律
及
経
済

学
を
教
授
す
る
一
大
専
修
学
校
を
開
き
追
々
関
西
の
各
地
に
も
支
校

を
置
き
法
学
を
修
め
ん
と
す
る
者
の
便
を
開
か
る
ヽ
の
計
画
あ
り
て

先
其
仮
事
務
所
を
土
佐
堀
第
十
七
国
立
銀
行
支
店
内
に
置
か
れ
た

り）
2
（

」

　

本
学
開
学
わ
ず
か
三
週
間
前
に
な
っ
て
も
、
教
場
が
決
ま
ら
ず
に
い
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
十
二
日
の
同
紙
四
面
下
段
右
す
み
に
生
徒
募
集

の
公
告
が
出
る
。

「
法
学
生
徒
募
集　

今
般
関
西
ノ
便
ヲ
計
リ
左
ノ
講
師
ヲ
招
聘
シ
不
日

官
許
ヲ
得
テ
博
ク
内
外
ノ
法
律
及
ビ
経
済
学
ヲ
講
授
ス
有
志
ノ
諸
彦

ハ
来
ル
廿
八
日
迄
事
務
所
ヘ
申
込
ア
ル
可
シ
」

　

講
師
は
、
堀
田
正
忠
、
小
倉
久
、
井
上
操
、
手
塚
太
郎
、
鶴
見
守
義
、
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志
方
鍛
、
名
誉
校
員
は
児
島
惟
謙
、
大
島
貞
敏
、
土
居
通
夫
、
事
務
員
と

し
て
、
校
長
小
倉
久
、
学
監
鶴
見
守
義
、
校
主
吉
田
一
士
、
幹
事
野
村
祐

亮
、
会
計
取
扱
は
第
十
七
国
立
銀
行
支
店
と
な
っ
て
い
る
。「
関
西
法
律
学

校
事
務
所
」
は
、「
大
坂
京
町
堀
上
通
三
丁
目
三
十
六
番
地
願
宗
寺
内
」。

生
徒
募
集
の
左
隣
に
は
、
神
戸
居
留
地
の
デ
ラ
カ
ン
プ
な
る
人
物
の
「
失

犬
広
告
」
が
載
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
十
一
月
四
日
、
本
学
前
身
の
関
西
法
律
学
校
が
開
校
し
た
。

　

教
場
定
ま
ら
ぬ
新
聞
報
道
の
一
週
間
前
十
月
六
日
、
あ
る
本
の
版
権
免

許
が
下
り
る
。
日
付
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
関
西
法
律
学
校
開
校
の
翌
月
十
二

月
、
翻
訳
書
『
政
治
小
説　

梅ば
い

蕾ら
い

餘よ

薫く
ん

』
前
編
が
東
京
春
陽
堂
か
ら
出
版

さ
れ
た
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
「
ア
イ
バ
ン
ホ
ー
」
の
意
訳
で
あ
る）

3
（

。

意
訳
者
は
時
に
若
干
十
七
歳
の
鶴か

く

堂ど
う

牛
山
良
助
、
長
野
県
平
民
。
素
山
跡

部
正
道
校
補）

4
（

。
神
田
区
五
軒
町
二
十
番
地
に
住
む
こ
の
青
年
は
、
こ
の
書

の
巻
末
に
「
広
告
」
を
掲
載
、
神
田
区
末
広
町
十
二
番
地
へ
の
転
居
を
知

ら
せ
た
。
翌
年
三
月
に
は
再
版
が
出
て
い
る
。
発
行
部
数
不
明
、
し
か
し

評
判
の
書
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

十
二
月
十
一
日
、
朝
日
新
聞
二
面
下
段
に
「
関
西
法
律
学
校
」
と
題
す

る
記
事
が
あ
る
。

「
同
校
は
此
度
愈
朝
野
紳
士
の
賛
成
を
得
て
廣
く
授
業
に
着
手
す
る
の

運
に
な
り
た
る
に
付
随
て
従
来
の
教
堂
狭
隘
を
告
ぐ
る
に
至
り
た
る

に
因
り
明
後
十
三
日
東
区
淡
路
町
三
丁
目
二
十
一
番
地
へ
移
転
し
同

日
よ
り
開
講
す
る
由
其
学
科
及
講
師
は
経
済
学
の
野の

村む
ら

鉁し
ん

吉き
ち

氏
、
人

事
編
小こ

倉く
ら

久ひ
さ
し氏

、
治
罪
法
堀ほ

つ

田た

正ま
さ

忠た
ヾ

氏
、
刑
法
井ゐ

の

上う
へ

操み
さ
を氏

、
法
律
大

意
手て

塚づ
か

太た

郎ら
う

氏
、
財
産
編
鶴つ

る

見み

守も
り

義よ
し

な
り
と
云
ふ）

5
（

」

　
『
政
治
小
説　

梅ば
い

蕾ら
い

餘よ

薫く
ん

』
を
手
に
し
た
校
友
は
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

牛
山
良
助
、
ま
た
は
良
介
、
号
を
鶴
堂
、
十
九
年
か
ら
二
十
年
に
か
け

て
、
種
々
の
翻
訳
書
を
手
が
け
て
い
る
。
そ
の
一
冊
は
、
二
十
年
五
月
発

行
、
東
京
の
成
文
堂
出
版
、『
英
和
対
訳　

西
洋
落
語　

A
 Com

ical 

Book

』
と
題
す
る）

6
（

。
英
語
笑
話
（
ジ
ョ
ー
ク
）
の
対
訳
書
で
あ
り
、
英
語

笑
話
を
使
用
し
た
英
語
学
習
書
の
嚆
矢
で
あ
る
。
前
月
四
月
に
は
、
最
初

の
笑
い
学
研
究
理
論
書
、
土
子
金
四
郎
『
洒
落
哲
学
』
が
哲
学
書
院
か
ら

出
版
さ
れ
た
。「
笑
い
」、「
滑
稽
」
を
近
代
哲
学
の
俎
上
に
上
げ
よ
う
と
す

る
と
同
時
期
に
、
英
語
笑
話
を
原
文
で
紹
介
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
た
。

明
治
前
半
最
大
の
対
訳
笑
話
集
、
福
沢
諭
吉
校
閲
に
な
る
息
子
一
太
郎
の

訳
書
『
開
口
笑
話
』
は
、
こ
の
五
年
後
、
二
十
五
年
九
月
に
交
詢
社
か
ら

出
版
さ
れ
る）

7
（

。
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牛
山
鶴
堂
の
略
歴

　

牛
山
鶴
堂
に
つ
い
て
は
長
ら
く
人
物
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
実

は
昭
和
十
一
年
に
今
井
卓
爾
が
「
鶴
堂
牛
山
良
介
に
つ
い
て
」
で
鶴
堂
の

人
物
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
斉
藤
昌
三
主
宰
「
書
物
展
望
」（
書
物
展
望

社
）
の
昭
和
十
一
年
五
月
号
、
六
月
号
に
連
載
さ
れ
、
昭
和
十
五
年
五
月

発
刊
の
『
書
祭
（
人
）（
書
物
展
望
第
百
号
記
念
文
献
資
料
集
）』
に
再
録

さ
れ
て
い
る）

8
（

。「
書
物
展
望
」
誌
も
『
書
斎
（
人
）』
も
、
現
在
国
会
図
書

館
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

鶴
堂
は
「
良
介
」
と
「
良
助
」
を
使
い
分
け
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の

理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
今
井
の
論
考
に
翻
刻
さ
れ
た
証
書
類
は
「
良
介
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
戸
籍
上
は
「
良
介
」
で
あ
ろ
う
。

　

今
井
の
論
考
を
元
に
略
年
譜
を
記
す
。
年
譜
中
＊
印
は
、
氏
の
言
及
な

き
項
目
で
あ
る
。

明
治
二
年　

長
野
県
下
諏
訪
町
生
ま
れ
か
。
父
は
長
野
県
諏
訪
郡
四
賀
村

普
門
寺
の
宮
大
工
牛
山
傳
治
。
諏
訪
神
社
下
社
直
属
宮
大
工
の
三
井
峯

吉
の
元
で
仕
事
。
良
介
の
本
籍
地
は
四
賀
村
と
い
う
。
母
は
下
諏
訪
町

小
松
貴
一
の
姉
。

十
五
年　

自
宅
近
く
の
温
故
義
塾
入
塾
。
西
師
意
（
に
し
も
ろ
も
と
）
に

師
事
、
英
語
な
ど
を
学
ん
だ
ら
し
い
。

十
六
年　

こ
の
頃
東
京
へ
。
学
校
に
通
わ
ず
独
学
で
苦
学
し
た
ら
し
い
。

今
井
に
よ
れ
ば
、
同
郷
の
「
小
澤
琢
郎
」
と
同
居
し
、
就
職
口
を
探
し

て
い
た
と
い
う
。

十
九
年
十
二
月　
『
政
治
小
説　

梅
蕾
余
薫
』（
春
陽
堂
）
出
版
。
ウ
ォ
ル

タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
の
「
ア
イ
バ
ン
ホ
ー
」
の
意
訳
で
あ
る
。
表
紙
は
「
牛

山
鶴
堂
纂
訳
」、
序
文
で
は
「
鶴
堂
牛
山
良
助
」、
一
頁
に
は
「
牛
山
良

助
意
訳
、
跡
部
素
山
校
閲
」
と
あ
る）

9
（

。
奥
付
で
は
「
神
田
区
五
軒
町
二

十
番
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
巻
末
に
「
神
田
区
末
広
町
十
二
番
地
」
へ

の
転
居
「
広
告
」
が
あ
る
。
今
井
に
よ
れ
ば
、
こ
の
稿
料
を
当
時
怪
我

を
し
て
い
た
父
の
医
薬
代
と
し
た
と
い
う
。
こ
の
書
は
二
十
年
三
月
に

再
版
発
行
。

二
十
年
二
月　

同
書
の
後
編
出
版
。

同
年
三
月　
『
双
鸞
春
話
』（
春
陽
堂
）
出
版
。
ビ
ー
コ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

の
「
ヘ
ン
リ
テ
ッ
タ
・
テ
ン
プ
ル
」
の
意
訳
。「
鶴
堂
牛
山
良
介
意
訳
、

跡
部
素
山
校
閲
」
と
あ
る
。

同
年
三
月　
『
魯
敏
孫
漂
流
記
』（
春
陽
堂
）
出
版
。
デ
フ
ォ
ー
の
「
ロ
ビ

ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
」
の
翻
訳
。「
鶴
堂
牛
山
良
助
訳
編
、
跡
部
素
山

校
補
」
と
あ
る
。

同
年
五
月　
『
社
会
小
説　

日
本
之
未
来
（
上
）』（
春
陽
堂
）
出
版
。「
鶴

堂
牛
山
良
介
著
述
、
蟠
松
藤
澤
平
司
校
閲
」
と
あ
る）

10
（

。



306

同
年
五
月　
『
日
本
新
世
界
（
前
編
）』（
成
文
堂
）
出
版
。「
鶴
堂
牛
山
良

助
著
述
、
蟠
松
藤
澤
平
司
校
閲
」
と
あ
る
。
後
編
は
未
刊
行
か
。

同
年
五
月　
『
英
和
対
訳　

西
洋
落
語 A

 Com
ical Book

』（
佐
藤
乙
三

郎
）
出
版
。
奥
付
に
「
牛
山
良
介
編
纂
訳
述
」
と
あ
り
、
中
表
紙
に
は

「revised by H
. H

uzisaw
a

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
藤
澤
平
司
で
あ

る
。

同
年
六
月　
『
改
正
パ
ー
レ
ー
氏
万
国
史
直
訳
（
上
）』（
成
文
堂
）
出
版
。

「
牛
山
良
介
直
訳
、
実
学
会
英
学
校
校
閲
」
と
あ
る）

11
（

。

同
年
七
月　
『
改
正
増
補　

松
本
氏
会
話
』（
成
文
堂
）
出
版
。
奥
付
に
は

「
著
述
人　

牛
山
良
助
」
と
あ
る
。
二
十
一
年
の
『
太
平
倶
楽
府
』
巻
末

広
告
に
よ
れ
ば
、「
牛
山
良
助
先
生
編
纂
、
松
本
孝
輔
先
生
校
正
」
と
あ

る）
12
（

。

同
年
十
月　
『
改
正
パ
ー
レ
ー
氏
万
国
史
直
訳
（
下
）』（
成
文
堂
）
出
版
。

同
年
十
一
月　
『
社
会
小
説　

日
本
之
未
来
（
下
）』
出
版
。
後
に
上
下
合

本
が
出
版
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
頃
郷
里
に
戻
り
、
英
語
を
教
え
て
い

た
と
も
い
う
。

二
十
一
年
八
月　
『
ク
ワ
ツ
ケ
ン
ボ
ス
氏
小
文
典
独
案
内
』（
富
山
堂
）
出

版
。「
梅
木
正
衛
直
訳
、
牛
山
良
助
校
閲
」
と
あ
る）

13
（

。

同
年
十
月　

埼
玉
県
第
一
部
庶
務
課
雇
員
。
月
給
十
円
。
今
井
は
十
月
十

五
日
付
辞
令
を
翻
刻
し
て
い
る
。

二
十
二
年
四
月　

二
十
三
日
付
で
退
職
。
同
じ
く
辞
令
を
翻
刻
し
て
い
る
。

同
年
十
一
月*　
「
英
国
々
会
議
院
史
」（
牛
山
良
助
重
訳
）、「
歐
米
諸
强
國

形
勢
一
班
」（
鶴
堂
居
士
纂
訳
）、『
自
治
新
誌
』
二
（
二
三
）（
自
治
新

誌
社
、
東
京
）。「
歐
米
諸
强
國
形
勢
一
班
」（
鶴
堂
居
士
）、「
晩
秋
所
感

（
西
詩
意
訳
）」（
鶴
堂
居
士
）、
同
二
（
二
四
）。
こ
の
『
自
治
新
誌
』
は
、

自
治
党
機
関
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
る
と
い
う
噂
の
な
か
二
十
二
年
二
月

に
三
省
堂
雑
誌
部
か
ら
創
刊
、
七
月
発
行
の
十
六
号
か
ら
「
自
治
新
誌

社
」
が
編
集
・
発
行
し
た
。
自
治
党
と
鶴
堂
の
関
係
は
不
詳
。

同
年
十
二
月*　
「
英
国
々
会
議
院
史
」、
同
二
（
二
五
）。

二
十
三
年
二
月*　
「
英
国
国
会
議
院
史
」、「
歐
米
諸
强
國
形
勢
一
班
」（
鶴

堂
居
士
）、
同
二
（
二
九
）、「
歐
米
諸
强
國
形
勢
一
班
」（
鶴
堂
居
士
）、

同
二
（
三
〇
）

同
年
三
月*  

『
西
洋
落
噺
』（
大
阪
、
明
昇
堂
）
出
版
。『
西
洋
落
語
』
と

同
一
内
容
で
、
書
名
中
「
落
語
」
が
「
落
噺
」
と
な
る
。
良
介
の
同
意

で
出
版
さ
れ
た
か
は
不
明
。

同
年
四
月*　
「
英
国
々
会
議
院
史
」、『
自
治
新
誌
』
三
（
三
四
）。

同
年
五
月*　
「
歐
米
諸
强
國
形
勢
一
班
」（
鶴
堂
居
士
）、『
自
治
新
誌
』
三

（
三
五
）、「
歐
米
諸
强
國
形
勢
一
班
」（
鶴
堂
居
士
）、『
自
治
新
誌
』
三

（
三
六
）。
翌
六
月
に
出
た
第
三
七
号
で
廃
刊
。

二
十
四
年
一
一
月*　

牛
山
良
助
名
で
『
野
州
那
須
郡
高
林
村
大
字
青
木
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ノ
営
業
ニ
関
ス
ル
訓
旨
大
綱
』
を
出
版
。
十
七
頁
ほ
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
私
家
版
と
思
わ
れ
る
。
奥
付
住
所
は
「
朝
野
新
聞
寄
留
」
と
な
っ

て
い
る
。
埼
玉
県
雇
員
退
職
後
「
自
治
新
誌
社
」
に
勤
務
し
、
廃
刊
に

よ
る
会
社
解
散
後
に
朝
野
新
聞
記
者
の
職
に
就
い
た
よ
う
だ
。

二
十
五
年
二
月*　

十
四
、
十
五
、
十
七
日
に
「
朝
野
新
聞
」
に
「
武
士

（
も
の
の
ふ
）」
を
「
鶴
堂
生
」
で
掲
載）

14
（

。
こ
れ
は
短
篇
小
説
で
あ
る
。

同
年
七
月
頃　

独
逸
伯
林
本
会
日
本
東
京
支
会　

国
際
法
特
別
講
修
科
入

学
。
こ
の
組
織
は
不
詳
。
こ
の
頃
に
は
朝
野
新
聞
を
退
職
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

二
十
六
年
六
月
二
十
日　

同
終
了
。
今
井
は
「
修
業
通
知
書
」
を
翻
刻
し
、

成
績
を
記
載
し
て
い
る
。

二
十
七
年　

日
清
戦
争
に
従
軍
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
の
従
軍
か
は

不
明
。
今
井
は
新
聞
記
者
と
推
測
し
て
い
る
。

二
十
九
年　

十
七
歳
の
よ
し
ゑ
と
結
婚
。
伊
奈
出
身
。
こ
の
頃
中
外
商
業

新
報
社
員
。

三
十
年
六
月
六
日*　

関
東
各
地
の
新
繭
市
況
視
察
に
良
介
を
特
派
し
た
と

の
記
事
が
中
外
商
業
新
報
に
あ
る）

15
（

。「
大
正
日
々
新
聞
」
大
正
九
年
六
月

四
日
に
「
糸
価
標
準
千
八
百
円
維
持
が
問
題
と
な
つ
て
議
論
沸
騰
」
な

る
記
事
が
あ
る）

16
（

。
記
事
中
に
蚕
糸
業
同
業
組
合
の
特
別
委
員
に
「
小
澤

琢
郎
（
長
野
県
）」
の
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
人
物
が
鶴
堂
と
同
居
し
て

い
た
「
小
澤
琢
郎
」
と
同
一
人
物
で
あ
れ
ば
、
蚕
糸
業
界
に
つ
な
が
り

あ
る
記
者
と
し
て
特
派
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
十
二
年　

長
男
鐵
雄
誕
生
も
一
歳
を
迎
え
ず
七
月
七
日
に
他
界
。

三
十
四
年
二
月*　
『
西
洋
落
噺
』
が
東
京
と
大
阪
に
店
を
出
す
青
木
嵩
山

堂
か
ら
出
版
。
奥
付
に
よ
る
と
印
刷
は
大
阪
。
ま
た
「
再
版
」
と
あ
る
。

こ
れ
も
鶴
堂
の
同
意
を
得
た
出
版
で
あ
る
か
は
不
明
。
鶴
堂
の
住
所
は

「
日
本
橋
区
通
一
丁
目
十
七
番
地
」。

三
十
五
年　

長
女
ち
よ
誕
生
。
成
人
後
他
家
に
嫁
ぐ
。
こ
の
頃
、
深
川
に

「
海
濱
病
院
」
を
建
設
す
る
計
画
を
立
て
る
。

三
十
九
年　

次
女
ふ
み
誕
生
。
今
井
の
調
査
時
に
は
養
子
を
迎
え
、
母
よ

し
ゑ
と
諏
訪
町
に
在
住
。
養
子
は
大
工
業
と
い
う
。

同
年
三
月
三
日　

腎
臓
病
で
日
本
橋
区
亀
島
町
一
丁
目
六
十
四
番
地
の
自

宅
で
逝
去
。
享
年
三
十
八
歳
。
墓
は
谷
中
の
功
徳
林
寺
に
あ
る
と
い
う

が
、
現
存
し
て
い
る
か
は
不
明
。
戒
名
は
「
眞
如
院
圓
譽
實
相
観
月
居

士
」。「
牛
山
良
介
之
墓
」
と
あ
り
、
こ
の
墓
は
後
に
中
外
商
業
新
報
社

長
ら
同
僚
た
ち
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
傍
ら
に
は
息
子
鐵
雄
と
叔
父

小
松
貴
一
の
墓
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
も
い
う
が
、
こ
れ
も
現
存
し

て
い
る
か
は
不
明
。

　

さ
ら
に
『
ス
ヰ
ン
ト
ン
氏
万
国
史
直
訳
』
と
い
う
著
作
も
あ
る
こ
と
が
、

巻
末
広
告
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
実
際
に
出
版
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
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で
あ
り
、
今
井
も
こ
の
書
を
記
載
す
る
も
出
版
年
を
書
い
て
い
な
い
。
ま

た
、
草
稿
と
し
て
「
内
臓
組
織
解
剖
図
原
稿
」、「
稲
妻
銀
行
」
が
残
っ
て

い
る
と
い
う
。
前
者
は
西
洋
医
書
の
筆
写
と
切
り
抜
き
で
、
十
三
葉
五
十

二
図
を
含
む
。
後
者
は
四
十
五
回
分
の
小
説
で
挿
絵
も
あ
る
が
、
上
梓
さ

れ
た
か
は
不
明
と
い
う
。
今
井
は
「
尾
崎
紅
葉
や
幸
田
露
伴
合
著
の
も
の

あ
る
と
言
は
れ
る
が
具
体
的
に
は
は
っ
き
り
し
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
メ
キ
シ
コ
公
使
館
と
関
係
し
て
い
た
、
中
央
線
開
通
式
に
社
長

野
崎
廣
太
と
と
も
に
招
待
を
受
け
た
が
出
席
で
き
な
か
っ
た
、
な
ど
の
話

も
伝
え
て
い
る
。
資
料
は
柳
田
泉
、
吉
江
喬
松
（
と
も
に
当
時
早
稲
田
大

学
教
授
）、
今
井
真
樹
（
当
時
の
長
野
県
職
員
か
）
の
提
供
に
よ
る
よ
う
だ

が
、
そ
の
資
料
が
現
存
す
る
か
ど
う
か
も
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。

　

年
譜
中
、
二
十
年
十
月
出
版
の
『
改
正
パ
ー
レ
ー
氏
万
国
史
直
訳

（
上
）』
は
「
実
学
会
英
学
校
校
閲
」
と
あ
る
。
東
京
朝
日
新
聞
の
二
十
年

一
月
五
日
朝
刊
に
同
校
の
広
告
が
あ
る
。「
新
年
は
実
学
会
設
立
の
一
箇
年

な
れ
ば
…
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
十
九
年
一
月
頃
に
創
立
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
十
九
年
三
月
二
日
の
讀
賣
新
聞
朝
刊
二
面
に
「
実
学
会
の
分
校　

神
田
仲
猿
楽
町
四
番
地
の
実
学
会
英
学
校
に
て
は
今
度
桜
田
久
保
町
の
英

語
学
教
授
所
を
本
校
に
附
属
せ
し
め
実
学
会
芝
分
校
と
改
称
し
て
正
則
英

語
学
を
教
授
す
る
と
い
ふ
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
同
紙
四
面
に
学
校
の

広
告
も
あ
り
、
着
実
に
大
き
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
二
十
年
十

一
月
に
は
大
阪
朝
日
新
聞
に
も
生
徒
募
集
広
告
が
出
て
い
る
。
校
長
は
赤

峰
瀬
一
郎
。
新
聞
広
告
、
巻
末
広
告
か
ら
は
、
ソ
ム
メ
ル
ス
、
篠
野
乙
次

郎
（
英
語
科
主
任
）
と
い
う
教
員
が
お
り
、
二
十
年
か
ら
は
文
学
士
天
野

為
之
が
教
員
と
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
赤
瀬
校
長
が
十
九
年
十

月
に
出
版
し
た
『
米
国
今
不
審
議
』
巻
末
広
告
に
は
、「
実
学
会
英
学
校
ハ

主
ト
シ
テ
英
書
ニ
基
キ
実
用
ニ
急
ナ
ル
学
術
ヲ
教
授
シ
他
日
第
一
高
等
中

学
校
其
他
ノ
官
立
学
校
ニ
入
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ノ
楷
梯
ト
ス
」
と
し
て
、

幼
年
科
、
予
科
、
本
科
、
高
等
科
か
ら
な
る
な
ど
説
明
が
あ
り
、
授
業
科

目
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
パ
ー
レ
ー
（
広
告
で
は
「
パ
ー
レ
イ
」）
の
『
万

国
史
』
は
予
科
第
一
級
、
第
二
級
で
、
ス
ヰ
ン
ト
ン
の
『
万
国
史
』
は
本

科
第
一
級
、
第
二
級
で
訳
読
の
教
科
書
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
赤
瀬
は
二
十
五
年
六
月
に
は
『
日
英
韓
三
国
対
話
』
と
い
う
、
日

本
語
、
英
語
、
朝
鮮
語
の
会
話
帳
を
上
梓
し
た
。
奥
付
を
見
る
と
、
赤
瀬

の
住
所
は
「
大
阪
府
東
成
郡
天
王
寺
村
千
四
百
八
番
屋
敷
寄
留
」
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
後
二
十
七
年
の
東
京
朝
日
新
聞
朝
刊
六
面
に
赤
峰
の
帰
朝

報
告
記
事
が
あ
り
、「
通
訳
官
と
し
て
第
一
軍
に
従
ひ
渡
韓
」
し
て
い
た

が
、「
支
那
国
九
連
城
」
か
ら
戻
っ
た
、
特
定
の
人
に
英
語
と
朝
鮮
語
を
指

導
す
る
と
い
っ
た
内
容
で
、「
神
田
三
崎
町
一
丁
目
十
一　

英
学
館
内
」
を

寄
留
先
と
し
て
い
る
。
二
十
年
頃
は
英
学
私
塾
の
乱
立
の
時
代
で
あ
っ
た
。

と
く
に
二
十
一
年
二
月
に
始
ま
る
国
民
英
学
会
は
早
く
か
ら
実
力
派
の
英



309

学
校
と
し
て
人
気
を
集
め
、
夏
目
漱
石
も
通
っ
た
成
立
学
舎
も
有
名
で
あ

っ
た
。

　

鶴
堂
と
実
学
校
の
関
係
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
学
生
で
あ
っ
た
の
か
、

教
師
で
あ
っ
た
の
か
。
学
生
と
し
て
入
学
し
、
実
力
を
認
め
ら
れ
教
員
と

な
っ
た
が
廃
校
と
な
り
、
そ
れ
が
埼
玉
県
職
員
へ
の
転
職
と
つ
な
が
っ
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

赤
峰
瀬
一
郎
は
熊
本
洋
学
校
二
期
生
で
同
志
社
英
学
校
に
転
学
、
い
わ

ゆ
る
「
熊
本
バ
ン
ド
」
の
徳
冨
蘆
花
ら
「
奉
教
趣
意
書
」
に
署
名
し
て
い

な
い
一
員
で
あ
る
。
九
年
頃
に
同
志
社
に
入
り
、
十
二
年
頃
に
卒
業
、『
米

国
今
不
審
議
』
に
よ
れ
ば
十
四
年
か
ら
五
年
間
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
で
学
ん
だ
。
帰
国
直
後
に

実
学
会
と
関
わ
り
、
英
学
校
校
長
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
英
語
の

実
力
は
確
か
で
あ
っ
た
。
篠
野
乙
次
郎
は
の
ち
に
第
一
高
等
中
学
校
英
語

教
授
と
な
り
、
明
治
の
大
英
語
学
者
斎
藤
秀
三
郎
と
の
共
著
も
あ
る
ほ
ど

の
実
力
あ
る
人
物
で
あ
る
。
十
九
年
十
二
月
に
は
『
内
地
雑
居
交
際
の
心

得
』（
東
京
、
金
玉
堂
）
と
い
う
外
国
人
と
の
交
際
指
南
書
を
上
梓
し
て
い

る
。
天
野
為
之
は
の
ち
に
第
二
代
早
稲
田
大
学
学
長
を
務
め
、
明
治
期
を

代
表
す
る
経
済
学
者
で
あ
る
。
二
十
三
年
に
は
第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
故
郷
佐
賀
県
よ
り
立
候
補
、
当
選
し
た
。

　

鶴
堂
は
、
こ
う
し
た
人
々
と
の
交
際
の
中
で
英
語
力
を
養
い
、
政
治
へ

の
目
を
向
け
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
鶴
堂
は
語
学
習
得
の
み
な
ら
ず

欧
米
人
と
の
交
際
に
は
ジ
ョ
ー
ク
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

笹
野
の
『
内
地
雑
居
交
際
の
心
得
』
一
二
一
頁
に
、「
滑
稽
戯
談
は
常
に
宴

上
に
は
必
要
な
り
と
雖
と
も
意
匠
の
陋
猥
な
ら
ず
且
つ
其
席
に
適
す
べ
き

や
否
や
に
注
意
あ
る
べ
し
滑
稽
も
天
性
得
意
な
る
人
の
巧
に
演
す
る
時
は

ず
い
ぶ
ん
座
興
を
助
け
面
白
き
も
の
な
れ
と
も
其
不
得
意
に
し
て
拙
な
る

者
は
屢
失
策
す
る
事
あ
れ
は
寧
ろ
試
み
さ
る
が
宜
し
か
る
べ
し
故
に
吐
か

せ
ヂ
ヨ
ン
ソ
ン
氏
曰
く
滑
稽
を
云
は
ん
と
し
て
却
て
過
つ
者
を
見
る
に
恰
も

溝
を
飛
ば
ん
と
欲
し
て
過
つ
て
陥
る
者
を
見
る
が
如
し
と
是
れ
細こ

ま
か密

に
其

実
況
を
穿
て
る
の
言
と
云
ふ
べ
し
」
と
あ
る
。
鶴
堂
は
こ
の
一
言
を
直
に
聞

き
、
こ
れ
が
『
西
洋
落
語
』
の
編
纂
に
も
繋
が
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

二
十
歳
以
後
の
鶴
堂
の
道
は
、
実
学
会
英
学
校
で
決
ま
っ
た
可
能
性
が

極
め
て
高
い）

17
（

。

『
西
洋
落
語
』
を
読
む

　
『（
英
和
対
訳
）
西
洋
落
語
（A

 Com
ical Book

）』
は
、
現
段
階
で
は

日
本
で
最
初
の
対
訳
笑
話
集
で
あ
る
。
後
に
「
落
噺
」
と
解
題
さ
れ
た
点

か
ら
す
る
と
、「
せ
い
よ
う
お
と
し
ば
な
し
」
と
読
む
の
が
正
し
い
で
あ
ろ

う
。
東
京
の
佐
藤
乙
三
郎
が
出
版
し
た
。
乙
三
郎
は
成
文
堂
の
社
主
で
あ



310

る
。
奥
付
に
は
書
肆
名
は
な
い
が
、
表
紙
にSEIBU

N
D
O

と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
国
会
図
書
館
書
誌
情
報
で
は
縦
約
十
九
セ
ン
チ
。
表
紙
の
絵
柄

に
つ
い
て
は
、
公
開
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
版
を
参
照
さ
れ
た
い
。
定
価

三
十
銭
。「
版
権
免
許
」
は
二
十
年
三
月
四
日
。「
刻
成
出
版
」
は
国
会
版

で
は
月
日
に
張
り
紙
が
さ
れ
て
「
六
月
六
日
」
と
見
え
る
が
、
上
田
市
立

図
書
館
花
月
文
庫
本
、
神
戸
大
学
付
属
図
書
館
住
田
文
庫
本
と
も
に
「
同

年
五
月
」
と
な
っ
て
い
る
。
二
十
三
年
三
月
四
日
（「
御
届
」
は
二
十
年
三

月
四
日
）
に
『
西
洋
落
噺
』
と
解
題
し
て
、
大
阪
の
濱
本
伊
三
郎
が
「
明

昇
堂
版
（
大
阪
北
久
宝
寺
町
）」
を
「
版
権
所
有
」
で
出
版
し
た
。
定
価
三

十
銭
。
表
紙
絵
が
異
な
り
、
序
文
が
な
い
。

　

三
十
四
年
二
月
二
十
一
日
（
印
刷
は
二
月
十
五
日
）
に
『
西
洋
落
噺
』

と
し
て
青
木
嵩
山
堂
（
東
京
、
大
阪
）
か
ら
も
出
版
さ
れ
る
。
印
刷
は
大

阪
に
あ
る
同
社
印
刷
部
。
奥
付
で
は
「
再
版
」
と
な
っ
て
い
る
。
表
紙
絵

が
さ
ら
に
異
な
る
。
赤
紙
中
表
紙
は
あ
る
が
、
序
文
が
な
い）

18
（

。
正
誤
表
が

な
く
な
り
、
挿
絵
の
頁
と
な
っ
て
い
る
。
定
価
二
十
五
銭
。
オ
リ
ジ
ナ
ル

版
を
含
め
、
す
べ
て
国
文
学
資
料
館
で
カ
ラ
ー
デ
ジ
タ
ル
公
開
し
て
い
る
。

（
初
版
は
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
モ
ノ
ク
ロ
で
公
開
）。

　

全
体
は
序
文
二
頁
、
本
文
八
十
一
頁
に
附
録
十
頁
で
あ
る
。
中
表
紙
は

赤
紙
で
、
鶴
堂
の
名
の
下
に“T

RA
N
SLA

T
O
R “IV

A
N
H
O
E

” 

“H
EN

RIET
T
A
 

T
EM

PLE
” 

A
N
D
 

“RO
BIN

SO
N
 

CRU
SO

E
” 

ET
C. ”

と
あ
る
。
一
〜
二
頁
が
漢
文
に
よ
る
序
文
、「
梧
堂
素
夫
誌
、
永
華

散
史
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
梧
堂
素
夫
誌
」
は
『
日
本
新
世
界
』
の
序

文
に
も
名
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
不
詳
。
鶴
堂
が
『
改
正
パ
ー
レ
ー
氏
万

国
史
直
訳
（
上
）』
で
「
鶴
林
散
史
」
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

「
梧
堂
素
夫
」
は
跡
部
素
山
か
も
し
れ
な
い
。
続
い
て
、
頁
左
半
分
に
英
文

横
組
、
右
半
分
に
訳
文
縦
組
で
、「
第
一
席
」
か
ら
「
第
八
十
席
」
ま
で
対

訳
笑
話
と
な
る
。
落
語
だ
け
に
「
第
一
話
」
で
は
な
く
「
第
一
席
」
と
す

る
と
こ
ろ
は
、
洒
落
っ
気
が
大
き
い
。
笑
話
は
八
十
一
頁
で
「
大
尾
」
と

な
り
、
続
く
頁
で
「
正
誤
」
十
カ
所
を
指
示
す
る
。A

PPEN
D
IX

（
附
録
）

で
は
、
俚
諺
、
名
言
類
が
五
十
あ
る
。
頁
左
半
分
が
英
文
横
組
、
右
半
分

は
訳
文
が
左
か
ら
右
へ
縦
組
と
な
る
。
英
和
の
行
数
を
合
わ
せ
、
和
訳
が

英
文
行
数
を
超
え
な
く
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

本
文
に
は
語
註
釈
は
ま
っ
た
く
な
い
。
前
半
一
部
の
笑
話
に
一
部
出
典

が
記
さ
れ
る
。
出
典
は
英
米
の
雑
誌
、
新
聞
で
あ
る
が
、
日
本
の
「
団
々

珍
聞
」
の
名
も
あ
る
。
出
典
紙
誌
は
、

T
exas 

Siftings, 
Burlington 

Free 
Press, 

Philadelphia 

H
erald, 

N
ew

 
Y
ork 

Sun, 
Philadelphia 

Call, 
Boston 

T
ranscript, Chicago T

ribune, K
entucky State Journal, 

Low
ell Courier, French Paper, T

idbits, Low
ell Cititzen, 
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M
arum

aruchinbun 

（
団
々
珍
聞
）, 

Life, 
Chicago 

Sun, 

N
ew

heaven N
ew

s, London Ponch

　

一
頁
に
は
、“R, S, U

SH
IY

A
M

A
”

と
書
か
れ
て
い
る
。“R, S ”

は

“RyoSuke ”

の
つ
も
り
で
あ
ろ
う
か
。
洗
礼
を
受
け
て
、
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム

を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
訳
文
は
カ
タ
カ
ナ
書
き
に
ほ
ぼ
総
ル
ビ
。

英
文
の
誤
植
が
ひ
ど
い
。
二
十
三
年
本
、
三
十
四
年
本
と
も
同
じ
活
版
を

使
用
し
て
い
る
よ
う
で
、
誤
植
も
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
、
な
ぜ
鶴
堂
は
こ
の
対
訳
笑
話
集
を
編
纂
し
た
の
だ
ろ
う

か
。「
対
訳
」
と
い
う
発
想
も
、「
西
洋
笑
話
」
と
い
う
発
想
も
決
し
て
独

自
の
も
の
で
は
な
い
。
す
で
に
「
団
々
珍
聞
」
で
英
語
の
対
訳
笑
話
が
連

載
さ
れ
て
い
た
。
毎
日
新
聞
で
は
二
十
年
二
月
初
旬
ま
で
英
和
対
訳
名
言

三
本
、
時
事
新
報
も
二
十
年
四
月
頃
ま
で
名
言
二
本
、
笑
話
一
本
の
英
和

対
訳
を
掲
載
し
て
い
る）

19
（

。
実
学
会
英
学
校
の
授
業
あ
る
い
は
編
纂
雑
誌
（
な

い
し
は
新
聞
）
で
対
訳
笑
話
の
紹
介
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
残
念
だ

が
、
実
学
会
英
学
校
の
存
在
そ
の
も
の
が
十
分
に
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ

こ
で
は
結
論
を
下
せ
な
い
。

　

漢
文
に
よ
る
序
文
か
ら
は
、
こ
の
『
西
洋
落
語
』
の
目
的
は
わ
か
ら
な

い
。
二
十
一
年
二
月
出
版
の
『
太
平
倶
楽
部
明
治
笑
談
』（
成
文
堂
）
巻
末

の
再
版
広
告
に
は
、「
欧
州
文
明
国
ノ
俗
間
ニ
行
ハ
ル
ヽ
滑
稽
洒
落
ヲ
集
メ

且
英
和
対
訳
ニ
セ
シ
モ
ノ
ナ
レ
バ
一
ハ
外
国
ノ
事
情
ノ
一
斑
ヲ
知
リ
一
ハ

英
学
ヲ
修
ム
ル
者
ノ
為
ニ
快
楽
中
ニ
利
益
ヲ
享
ク
ル
古
今
無
類
ナ
珍
本
ナ

リ
」
と
あ
る
。
こ
の
「
快
楽
中
に
」
英
語
力
を
身
に
付
け
る
と
い
う
発
想

は
『
改
正
パ
ー
レ
ー
氏
万
国
史
直
訳
（
上
）』
の
序
文
に
も
書
い
て
い
る
。

「
愉
快
」
な
気
持
ち
に
な
れ
ば
学
習
も
進
む
の
で
、
そ
の
た
め
に
こ
の
『
直

訳
」
を
出
版
し
た
と
い
う
。
苦
学
を
し
て
英
語
を
身
に
付
け
た
鶴
堂
の
「
老

婆
心
」（『
改
正
パ
ー
レ
ー
氏
万
国
史
直
訳
（
上
）』
序
文
）
で
あ
る
。
こ
の

「
老
婆
心
」
の
ひ
と
つ
の
結
実
が
『
西
洋
落
語
』
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
鶴

堂
が
笑
い
関
連
に
関
わ
る
の
は
、
こ
の
一
冊
だ
け
で
あ
る
。

　

巻
頭
第
一
席
を
見
て
見
よ
う
。

N
o. I

A
 T

exas clergym
an endeavored to console the last hours 

of a dying m
an. “W

hat is it that you regret m
ost to take 

leave of ? ” he asked. “M
y life, parson. ”

（T
exas Siftings

）

第
一
席）

20
（或ア

ル
寺テ

ラ

ノ
和オ

シ

尚ヨ
ウ

ガ
最モ

早ハ
ヤ

瀕シ
ノ

死ウ

ト
致イ

タ

シ
マ
シ
タ
病

ビ
ヤ
ウ

人ニ
ン

ノ
枕

マ
ク
ラ

元モ
ト

ニ
至イ

タ

リ
種イ

ロ

々イ
ロ

慰ナ
ク
サム

ル
序ツ

イ
デニ

病
ビ
ヤ
ウ

人ニ
ン

ニ
問ト

ヒ
マ
ス
ル
ニ
ハ　

和
尚
「
イ
ヤ
貴キ

殿デ
ン

ニ
ハ
此コ

ノ

世ヨ

ノ
名ナ

残ゴ
リ

ニ
特イ

ツ

別チ

惜オ

シ
イ
モ
ノ
ハ
何ナ

ン
デ
シ
ヤ
ウ
子
ー
ト
云イ

ヘ
バ
病

ビ
ヤ
ウ

人ニ
ン

「
左サ

様ヤ
ウ

サ
生イ

ノ
チ命

デ
ス
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実
に
こ
な
れ
た
日
本
語
訳
で
あ
る
。
八
十
話
す
べ
て
、
こ
の
よ
う
な
原

文
一
致
の
訳
で
、
笑
い
そ
の
も
の
も
猥
雑
な
も
の
、
強
い
風
刺
的
な
も
の

は
な
い
。

N
o. V

III

）
21
（

M
itilda ’s 

lover 
to 

her 
little 

sister 
at 

dinner- 
“Com

e, 

'M
yrtle, give m

e a kiss just one. ” Little Sister- “N
o, I w

on ’t; 

you asked Siddy for just one in the parlor, and you took 

tw
o. ”

（Chicago T
ribune

）

第
八
席

オ
松マ

ツ

ノ
情イ

ゝ

郎ヒ
ト

ナ
ル
竹タ

ケ

太タ

郎ロ
ウ

ガ
食シ

ヨ

事ク
ジ

頃ゴ
ロ

デ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
オ
松マ

ツ

ノ
妹イ

モ
トニ

向ム
カ

ヒ
シ
マ
テ　

竹
「
オ
イ
梅ウ

メ

チ
ヤ
ン
一チ

ヨ
イ寸

ト
茲コ

ゝ

ヘ
オ
出イ

デ
ナ
而ソ

シ
テ
僕ボ

ク

ニ

一イ
チ

度ド

接オ
サ

吻シ
ミ

ヲ
オ
許サ

セ
ナ
タ
ツ
タ
一イ

チ

度ド

限キ

リ
ダ
カ
ラ
サ　

梅
「
妾

ア
タ
ヤ

忌イ
ヤ

ダ
ワ
何ナ

ゼ故

ツ
テ
先サ

ツ

刻キ

貴オ

君マ
エ

サ
ン
オ
座ザ

敷シ
キ

デ
姉子

エ

サ
ン
ニ
只タ

ツ
タ
一イ

チ

度ド

サ
セ
ロ
ト
被オ

ツ

仰シ
ヤ

ツ
テ
二ニ

度ド

シ
タ
ジ
ヤ
ア
ゝ
リ
マ
セ
ン
カ

　

マ
チ
ル
ダ
故
に
お
松
、
登
場
せ
ぬ
会
話
主
は
お
松
か
ら
竹
太
郎
と
な
り
、

お
松
の
妹
は
お
梅
と
す
る
。「
情
郎
」
に
「
イ
イ
ヒ
ト
」、「
接
吻
」
に
「
お

さ
し
み
」
と
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
隠
語
が
時
々
顔
を

出
す
。
梅
垣
実
編
『
隠
語
辞
典
』（
東
京
堂
、
昭
和
三
十
一
年
）
に
は
「
お

刺
身
」、「
刺
身
」
の
項
目
が
あ
り
、「
刺
身
」
に
「
色
・
形
か
ら
の
連
想
」

と
説
明
が
補
足
さ
れ
て
い
る
。

N
o. LX

V
I

“D
octor, you look quite pale. ”

“I am
 ill. ”

“W
ho is attending you? ”

“M
yself. ”

“T
hen it's a case of suicide. ”

第
六
十
六
席）

22
（

男
「
医セ

ン
セ
イ

博
士
貴ア

ナ
タ殿

ハ
大タ

イ

層ソ
ウ

御オ

顔カ
オ

ノ
色イ

ロ

ガ
悪ワ

ル

ウ
御ゴ

ザ座
イ
マ
ス
子
ー　

博
士

「
ハ
イ
ヽ
ヽ
コ
ノ
頃ゴ

ロ

ハ
如ド

ウ何
モ
不フ

ク

快ワ
イ

デ
御ゴ

座
ル
デ　

男
「
誰タ

レ

カ
ニ
診ミ

テ
オ

貰モ
ラ

ヒ
ナ
サ
イ
マ
シ
タ
カ　

博
士
「
イ
ヤ
誰タ

レ
ニ
モ
診ミ

セ
ハ
至イ

タ
シ
マ
セ
ン
自ジ

ブ
ン分

デ
察サ

ツ

シ
テ
居オ

リ
マ
ス
ヨ　

男
「
先セ

ン
セ
イ生

其ソ

レ
ジ
ヤ
ア
自ジ

サ
ツ殺

事
件ケ

ン

デ
ス
子
ー

　

現
代
で
も
十
分
通
じ
る
笑
話
で
あ
り
、
江
戸
小
咄
に
も
あ
り
そ
う
だ
。

「
子
ー
」
の
長
音
、「
ハ
イ
ヽ
ヽ
」
が
会
話
を
生
き
生
き
と
さ
せ
る
。
次
の

話
は
訳
文
に
補
足
を
加
え
る
こ
と
で
、
オ
チ
を
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
る
。

N
o.X

X
IV

）
23
（

A
 m

an said to his aged m
other speaking of his w

ife. “I do 

w
ith I could keep M

ary from
 exaggerating so. ” “get her to 
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talk 
about 

her 
age, ” 

responded 
the 

shrew
d 

old 
lady. 

（Chicago T
ribune

）

第
廿
四
席

或ア

ル
男オ

ト
コガ

女
ニ
ヨ
ウ

房ボ
ウ

ノ
事コ

ト

ヲ
老ラ

ウ
ボ母

ニ
話ハ

ナ

シ
マ
ス
ル
時ト

キ

ニ　

男
「
ド
ウ
モ
オ
妻ツ

マ

ハ
悪ワ

ル
イ
癖ク

セ

ガ
ア
ツ
テ
兎ト

カ
ク角

物モ
ノ

言コ
ト

ヲ
大オ

ホ

キ
ウ
言イ

フ
テ
イ
ケ
マ
セ
ン
マ
ア

ア
ン
ナ
ニ
枝エ

ダ

葉ハ

ヲ
付ツ

ケ
ン
デ
モ
宜ヨ

サ
ソ
ウ
ナ
モ
ン
デ
ス
ガ
イ
ヤ
ハ
ヤ
実

マ
コ
ト

ニ
困コ

マ

ツ
タ
代シ

ロ

物モ
ノ

デ
ト
言イ

ヒ
マ
シ
タ
レ
バ
老ラ

ウ
ボ母

ハ
流サ

石ス

ガ
老ラ

ウ
ボ母

ダ
ケ
頓ト

ン

知チ

能ヨ

ク
即ソ

ク

答ト
ウ

イ
タ
シ
マ
ス
ル
ニ
ワ　

老
母
「
御オ

前マ
エ

マ
ア
オ
妻ツ

マ

ニ
自ジ

分ブ
ン

ノ
年ト

記シ

ノ
話ハ

ナ

シ
ヲ
サ
セ
テ
御ゴ

覧ラ
ン

屹キ
ツ

度ト

枝エ
ダ

葉ハ

ヲ
ツ
ケ
ル
モ
ン
ジ
ア
ナ
イ
ヨ

　

直
訳
す
れ
ば
、「
あ
る
男
が
妻
の
こ
と
を
老
母
に
話
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
メ

ア
リ
ー
が
こ
と
を
大
げ
さ
に
言
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
ん
で
す
、
と
言

え
ば
、
賢
い
老
母
、
そ
れ
な
ら
年
齢
の
話
を
さ
せ
て
ご
ら
ん
。」
で
片
付
く

話
で
あ
る
。
訳
そ
の
も
の
に
「
枝
葉
を
つ
け
て
」
説
明
を
し
な
が
ら
、
笑

話
と
し
て
の
お
も
し
ろ
さ
を
保
っ
て
い
る
。
福
沢
諭
吉
の
息
子
一
太
郎
の

訳
を
見
て
お
き
た
い
。

W
H
Y
 H

E D
ID

 IT
.

A
.- Y

ou have heard, I suppose, that I am
 m

arried again?

B.- Y
es, and they say you m

arried your deceased w
ife ’s 

sister.

A
.- Y

es, I did.

B.- W
hy did you do so strange a thing? 

A
.- Sim

ply to avoid having tw
o m

others-in-law
. 

（From
 

French

） 

　
　

何な
に

故ゆ
へ

に
之
を
為な

せ
し
や）

24
（

甲か
ふ　

あ
な
た
は
多た

分ぶ
ん

お
聞き

き
及お

よ

び
で
御ご

在だ
い

ま
せ
う
が
私
は
再ふ

た
ヽび

妻さ
い

を
迎む

か

へ
ま
し
た

乙　

左さ

様や
う

で
御ご

在ざ
い

ま
す
ソ
ウ
シ
テ
承

う
け
た
ま
はれ

ば
あ
な
た
は
先せ

ん

奥お
く

様さ
ま

の
お
妹い

も

子と
ご

を
お
も
ら
い
な
す
ッ
た
そ
う
で
御お

在ざ
い

ま
す
子

甲　

左さ

様や
う

で
御ご

在ざ
い

ま
す

乙　

何な
ぜ故

左さ

様や
う

な
変か

は
つた

こ
と
を
成な

さ
れ
ま
し
た
の
で
御ご

在ざ
い

ま
す

甲　

何な
ん

に
も
訳わ

け

は
あ
り
ま
せ
ん
唯た

ヾ

外し
う

姑と

を
二ふ

た

人り

持も

た
な
い
為た

め
で
御
在

ま
す

“Papa, ” said Charlie, “w
ill you buy m

e a drum
? ”

“A
h, but m

y boy, you w
ill disturb m

e very m
uch if I do. ”

“O
h no, papa! I w

on ’t drum
 only w

hen you are asleep. ”
（Pittsburgh Chronicle

）

長
吉　

お
と
ッ
さ
ん
わ
た
し
に
太た

い

鼓こ

を
買か

つ

て
お
く
れ
な

父　

そ
れ
で
も
お
前
太た

い

鼓こ

を
買か

つ
た
ら
お
と
ッ
さ
ん
を
困こ

ま
ら
せ
る
だ
ろ
う
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長
吉　

い
ヽ
へ
、
お
と
ッ
さ
ん
の
眠ね

て
居ゐ

る
時
よ
り
外ほ

か

は
撃た

ヽ

き
は
し
な

い
よ

　

一
太
郎
の
訳
も
話
し
言
葉
に
近
い
が
、
平
民
の
鶴
堂
と
士
族
の
一
太
郎

の
違
い
で
あ
ろ
う
か
。
鶴
堂
の
方
が
は
る
か
に
庶
民
的
で
あ
る
。

　

も
う
一
人
、
国
木
田
独
歩
の
訳
を
見
て
お
く
。
本
名
の
国
木
田
哲
夫
で

編
集
し
た
『
米
国
一
口
噺
』
も
英
和
対
訳
笑
話
集
で
あ
る）

25
（

。
三
十
九
年
十

一
月
に
独
歩
社
か
ら
出
版
さ
れ
た

（
9
） Little Charlie:- “Papa, w

ill you buy m
e a drum

? ” Fond 

fateher:- “A
h ” but, m

y boy, you w
ill disturb m

e very m
uch 

if I do. ” Charlie:- “O
h, no, papa; I w

on ’t drum
 except w

hen 

you ’re asleep.

小
さ
き
チ
ヤ
ー
レ
ー
「
お
父
さ
ん
、
私
に
太
鼓
を
買
つ
て
呉
れ
ま
せ
ん
か
」　

好
い
お
父
さ
ん
「
う
む
、
買
つ
て
や
る
の
は
可
い
が
、
己
を
困
ら
せ
る

だ
う
」　

チ
ヤ
ー
レ
ー
「
何
あ
に
、
お
父
さ
ん
が
寝
て
ら
る
時
し
か
鳴
ら

さ
な
い
か
ら）

26
（

」

（
63
） “I say Bobby, ” said Featherly, “did you hear your sister 

say if she enjoyed exhibition w
e gave her last night? ” “She 

w
as pleased w

ith your part of it, M
r.Featherly. She told 

m
e that you m

ade a perfect exhibition of yourself. ”

「
お
い
ボ
ツ
ビ
ー
君
」
と
フ
エ
ザ
ー
リ
ー
は
「
君
の
姉
さ
ん
は
昨
晩
僕
等
が

開
い
た
展
覧
会
が
面
白
か
つ
た
と
云
つ
て
居
は
し
な
か
つ
た
か
ヰ
」「
フ
エ

ザ
ー
リ
ー
さ
ん
、
姉
さ
ん
は
貴
方
の
受
持
の
処
を
面
白
が
つ
て
居
ま
し
た
、

姉
さ
ん
は
貴
方
が
身
体
に
申
分
の
な
い
展
覧
会
を
し
て
居
た
と
云
つ
て
い

ま
し
た
」

　

独
歩
の
訳
は
直
訳
調
で
、
鶴
堂
の
会
話
の
生
き
生
き
し
た
感
じ
が
な
い
。

（
63
）
で
は
、「
姉
さ
ん
は
貴
方
が
身
体
に
申
分
の
な
い
展
覧
会
を
し
て
居

た
」
と
い
う
、
意
味
の
わ
か
ら
な
い
訳
を
し
て
い
る
。
独
歩
はm

ake an 

exhibition

「
馬
鹿
な
こ
と
を
し
て
人
の
笑
い
も
の
に
な
る
、
恥
を
さ
ら
す
」

を
直
訳
し
て
い
る
。“she enjoyed exhibition ”

を
受
け
て
の“m

ade a 

perfect exhibition ”

で
あ
り
、
独
歩
は
意
図
的
に
こ
の
よ
う
な
訳
に
し

た
の
か
、
誤
訳
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
で
は
笑
話
の
お
も
し
ろ

さ
が
消
滅
し
て
し
ま
う
。
わ
ず
か
の
例
で
の
比
較
で
あ
る
が
、
鶴
堂
の
訳

が
生
き
生
き
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
し
て
、
鶴
堂
の
英
語
力

と
日
本
語
力
の
素
晴
ら
し
さ
も
よ
く
わ
か
る
。

　

鶴
堂
の
原
文
一
致
訳
は
こ
の
本
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
十
年
三
月

の
『
魯
敏
孫
漂
流
記
』
の
第
二
回
の
冒
頭
部
分
は
、

怒ど

濤と
う

を
凌し

の

ぎ
漸や

う

や
く
に
九き

う
し死

を
出い

で
ヽ
一い

つ

生し
や
うを

求も
と

め
し
危き

け
ん難

の
乗の

り

組く
み
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等ら

は
天て

ん

運う
ん

強つ
よ

く
端は

し

な
く
も
岸き

し

辺べ

に
上の

ぼ

る
を
得え

て
し
よ
り
防ば

う

波は

の
疲つ

か

れ

心こ
ヽ

ろ
の
緩ゆ

る

み
二ふ

た

ツ
一い

ち

度ど

に
発は

つ

し
け
ん
上あ

が
る陸

と
斉ひ

と

し
く
砂す

な

地ぢ

に
倒た

ふ

れ
生せ

う

体た
い

な
き
を
浦う

ら

役や
く

人に
ん

或あ
る
ひは

土と
こ
ろ地

の
誰た

れ

彼か
れ

が
薬く

す
りを

与あ
た

へ
介か

い

抱は
う

な
し
衣い

食し
よ
くは

固も
と

よ
り
数か

ず

多お
ほ

き
金き

ん

を
与あ

た

え
慰な

ぐ

さ
め
ら
れ
し
に
…

と
訳
さ
れ
て
い
る
。「
怒
濤
を
凌
ぎ
漸
く
に
／
九
死
に
出
で
ヽ
一
生
を
／
求

め
し
危
難
の
乗
組
等
は
／
天
運
強
く
端
な
く
も
…
」
と
調
子
を
付
け
て
音

読
す
れ
ば
、
む
し
ろ
講
談
調
の
訳
文
と
な
る
。
素
山
、
平
司
が
ど
の
よ
う

な
校
補
を
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
鶴
堂
は
も
ち
ろ
ん
素
山
も
平
司
も
、
当

時
の
明
治
人
と
同
様
に
落
語
、
講
談
を
愛
好
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

鶴
堂
が
関
係
し
た
と
考
え
ら
れ
る
実
学
会
英
学
校
の
校
長
赤
峰
誠
一
郎

の
『
米
国
政
教
之
内
幕
』（
二
十
年
二
月
、
実
学
会
英
学
校
）
は
、
言
文
一

致
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
「
緒
言
」
の
後
半
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

　

我
が
文
章
を
文
と
成
り
法
と
成
る
べ
き
短
文
や
小
句
を
作
り
出
し
つ
ヽ

末
楽
も
し
き
帝
国
の
日
本
文
典
を
そ
ろ
そ
ろ
と
作
る
学
士
の
手
引
と
成
り

既
に
死
し
た
る
大
和
語
や
六
ヶ
敷
過
ぎ
る
漢
語
を
去
り
一
般
通
用
の
俗
語

の
み
を
拾
ひ
集
め
て
書
き
ま
し
た
が
未
来
に
於
も
相
変
ら
ず
此
改
進
主
義

を
採
り
ま
し
ょ
う

　

十
九
年
十
月
に
出
版
し
た
『
米
国
今
不
審
議
』（
実
学
会
英
学
校
）
で

は
、
ま
だ
文
語
体
を
使
用
し
て
い
た
が
、
わ
ず
か
数
ヶ
月
で
言
文
一
致
体

を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
も
ま
た
不
明
で
あ
る
。
赤
峰
の
態
度
が
鶴

堂
の
翻
訳
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

　

文
学
研
究
の
早
い
時
期
か
ら
、
こ
の
『
西
洋
笑
話
』
は
蚊
帳
の
外
で
あ

っ
た
。
明
治
期
の
西
洋
的
笑
い
、
ユ
ー
モ
ア
の
受
容
と
い
う
問
題
に
限
定

せ
ず
、
鶴
堂
の
言
文
一
致
体
の
翻
訳
の
態
度
、
ま
た
「
熊
本
バ
ン
ド
」
の

一
員
と
の
関
連
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
『
西
洋
笑
話
』
は
文
学
史
の
中

で
一
度
再
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

結
語

　

鶴
堂
、
一
太
郎
の
対
訳
笑
話
集
に
続
く
の
は
、
三
十
四
年
八
月
の
勝
俣

銓
吉
郎
『（
英
和
対
訳
）
笑
話
集
』（
東
京
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
出
版
社
）
で
あ
る
。

日
清
戦
争
後
の
国
威
発
揚
と
と
も
に
中
等
高
等
教
育
の
制
度
が
整
い
、
英

語
学
習
が
ブ
ー
ム
と
な
る
三
十
年
前
後
か
ら
、
英
語
学
習
雑
誌
に
は
笑
話

だ
け
で
は
な
く
、
な
ぞ
な
ぞ
な
ど
言
葉
遊
び
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
何
ら
か
の
形
で
「
笑
い
」
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
英
語
学
習
書
は

三
十
年
以
降
三
十
二
冊
、
そ
の
う
ち
笑
話
だ
け
の
対
訳
書
は
十
三
冊
を
確

認
し
て
い
る）

27
（

。
奇
し
く
も
、
鶴
堂
の
再
版
本
が
で
る
三
十
四
年
か
ら
笑
話
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集
が
ほ
ぼ
毎
年
一
冊
の
ペ
ー
ス
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
れ
だ
け
の
部

数
が
出
回
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
実
際
、
鶴
堂
の
再
版
本
の
与
え
た

影
響
も
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
若
干
十
八
歳
ほ
ど
の
青
年
の
書
が
、
明
治

期
の
、
笑
い
、
英
語
教
育
、
文
学
に
、
は
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
影
響
を
与

え
た
の
か
。
出
版
百
三
十
年
を
迎
え
る
今
年
、
こ
の
興
味
深
い
書
は
、
さ

ら
に
何
か
を
語
る
に
ち
が
い
な
い
。

〔
注
〕

（
1
）　

本
稿
は
、
水
門
の
会
神
戸
例
会
研
究
発
表
「
牛
山
良
介
と
笑
話
集

―
『
西
洋
落
語
』
読
解
再
稿
」（
二
〇
一
六
年
九
月
三
日
、
於
甲
南
女

子
大
学
）
に
基
づ
き
起
稿
し
た
。
口
頭
発
表
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
、

当
日
質
問
を
し
て
い
た
だ
い
た
諸
先
生
、
論
文
発
表
の
場
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
関
屋
俊
彦
教
授
、
山
本
卓
教
授
に
記
し
て
感
謝
す
る
。

（
2
）　

後
日
吉
田
一
士
の
肩
書
を
「
明
治
義
塾
法
律
学
校
」
に
訂
正
す
る

記
事
が
載
る
。
同
紙
面
に
「
博
物
場
内
に
催
す
狂
言
」
の
記
事
が
あ
る
。

「
来
る
十
六
日
同
場
に
於
て
硝
子
他
九
品
の
共
進
会
開
場
式
の
挙
あ
る
に

付
き
同
日
野
村
又
三
郎
氏
の
狂
言
の
催
し
あ
り
其
番
組
は
菊
の
花
、
鳴

子
の
遣
子
、
鼻
取
角
力
、
仕
舞
、
蜘
蛛
盗
人
、
弓
矢
太
郎
等
な
り
」。

（
3
）　

こ
の
作
品
の
評
価
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で
論
述
を
省
く
。

先
行
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。
原
本
は
国
会
図
書
館
、
国
文
学
資
料
館

で
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　

素
山
跡
部
正
道
に
つ
い
て
は
（
9
）
を
参
照
。

（
5
）　

こ
れ
ら
の
記
事
は
本
学
「
年
史
紀
要
」
第
一
号
（
一
九
七
五
年
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ル
ビ
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
記
事
中
、
野
村

鉁
吉
に
「
の
む
ら
し
ん
き
ち
」
と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
が
、
誤
植
で
あ

ろ
う
か
。
余
談
で
あ
る
が
、
手
塚
太
郎
が
旧
東
京
外
国
語
学
校
仏
語
科

を
卒
業
し
た
直
後
に
長
谷
川
辰
之
助
（
二
葉
亭
四
迷
）
が
露
語
科
に
入

学
す
る
。
露
語
科
の
村
井
弦
斎
と
手
塚
は
同
時
期
に
在
学
し
て
い
た
。

（
6
）　

国
会
図
書
館
の
原
本
初
版
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
か
ら
起
こ
し

た
モ
ノ
ク
ロ
の
デ
ジ
タ
ル
映
像
で
あ
る
。
国
文
学
資
料
館
版
は
す
べ
て

カ
ラ
ー
で
あ
る
。

（
7
）　

国
文
学
資
料
館
で
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
笑

い
学
研
究
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
前
期
に
お
け
る
笑
い
論
の
受
容
と

展
開
」（『
文
教
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
五

－

一
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
8
）　

一
一
六
〜
一
三
三
頁
。
こ
れ
ら
の
書
誌
は
本
学
総
合
図
書
館
に
も

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）　

跡
部
は
本
名
正
道
。
人
物
不
詳
。
静
岡
県
士
族
。
二
十
四
年
七
月

十
九
日
の
東
京
朝
日
新
聞
に
、「
東
京
活
版
職
工
組
合
」
の
記
事
に
対
す

る
「
跡
部
正
道
」
投
稿
の
「
弁
駁
書
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
国
会
図
書

館
で
素
山
『
新
著　

史
伝
軍
歌　

第
壹
輯
』（
二
十
五
年
十
二
月
、
大
阪
、
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日
進
堂
）
が
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
る
。
奥
付
の
住
所
は
平
野
の
日

進
堂
に
寄
留
と
な
っ
て
い
る
。
巻
末
に
第
二
輯
の
予
告
が
あ
る
が
、
未

完
の
よ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
察
す
る
に
、
素
山
は
詩
歌
の
知
識
あ
る
印
刷

所
の
関
係
者
と
考
え
ら
れ
る
。「
校
閲
」
は
英
文
と
対
照
し
て
訳
文
を
直

し
た
の
で
は
な
く
、
意
訳
の
日
本
語
を
「
校
閲
」
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

（
10
）　

蟠
松
藤
澤
平
司
も
人
物
不
詳
。

（
11
）　

本
学
総
合
図
書
館
矢
口
文
庫
に
原
本
が
あ
る
。
こ
の
本
で
は
六
月

出
版
と
な
っ
て
い
る
。
国
会
図
書
館
版
は
上
下
と
も
十
月
出
版
。
下
に

は
十
二
月
出
版
本
版
も
あ
る
よ
う
だ
。

（
12
）　
「
松
本
氏
」
は
「
松
本
孝
輔
」。『
松
本
氏
会
話
』
は
六
年
に
出
版
さ

れ
た
『
英
和
通
語
』
で
あ
る
。
四
年
出
板
「
生
産
会
社
編
、
松
本
孝
輔

蔵
板
」
の
『
英
和
通
信
』
和
綴
本
全
四
巻
が
、
六
年
に
和
綴
一
巻
本
の

『
英
和
通
語
』（FIRST

 ED
IT

IO
N

）
に
な
り
、
同
年
内
に
洋
装
本
の

SECO
N
D
 ED

IT
IO

N

が
出
版
さ
れ
る
。
前
者
は
早
稲
田
大
学
古
典
籍

総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、
後
者
は
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
ク
レ
ク
シ

ョ
ン
で
公
開
。
国
会
図
書
館
版
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
起
こ
し
た

モ
ノ
ク
ロ
画
像
で
あ
り
、
表
紙
、
奥
付
が
な
い
。
こ
の
本
は
十
九
年
頃

に
、
大
阪
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
書
店
か
ら
「
翻
刻
」
が
出
さ
れ
て
い

る
。
十
八
年
十
月
十
一
日
の
大
阪
朝
日
新
聞
に
は
「
松
本
孝
輔
先
生
訳

『
英
和
通
信
』」
の
広
告
が
載
る
が
、
翌
十
九
年
五
月
十
六
日
の
讀
賣
新

聞
の
広
告
に
は
「
松
本
孝
輔
先
生
著　

英
語
通
語　

通
名
松
本
乃
会

話
」
と
あ
る
。
各
翻
刻
書
の
異
同
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で
省
略

す
る
。
こ
の
松
本
は
、
十
八
年
三
月
二
十
四
、
二
十
五
、
二
十
六
日
に

大
阪
朝
日
新
聞
に
、
所
有
し
て
い
る
「
横
文
活
字
」
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
広
告
を
載
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
大
阪
府

士
族
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
三
年
前
十
五
年
八
月
二
十
二
日

の
大
阪
朝
日
新
聞
に
は
、
京
都
の
煥
文
社
が
河
原
町
三
條
上
ル
に
活
版

所
を
置
い
て
舎
主
で
あ
っ
た
「
松
本
孝
輔
」
が
植
松
町
に
本
舎
を
新
築

し
て
八
月
一
日
か
ら
移
転
す
る
旨
の
案
内
広
告
を
出
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
十
九
年
六
月
十
六
日
の
讀
賣
新
聞
に
は
「
先
に
英
和
通
語
と
い
ふ

会
話
書
を
出
板
せ
し
松
本
氏
」
が
「
湯
沸
洋
燈
台
（
ゆ
わ
か
し
ら
ん
ぷ

だ
い
）」
を
発
明
し
て
専
売
特
許
を
得
た
と
い
う
記
事
も
あ
る
。
松
本
は

活
版
所
の
経
営
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
判
明
し
た
が
、
英
語
力
に
つ
い
て

は
不
詳
。「
松
本
孝
輔
蔵
版
」
が
、
い
つ
頃
か
ら
「
松
本
孝
輔
著
」
と
な

っ
た
の
か
、
実
際
に
著
者
な
の
か
、
そ
の
点
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

鶴
堂
の
改
訂
増
補
の
作
業
に
松
本
が
関
わ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

後
に
『
西
洋
落
語
』
が
大
阪
で
再
版
さ
れ
る
際
に
、
松
本
が
関
わ
っ
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
13
）　

梅
木
正
衛
も
人
物
不
詳
。

（
14
）　

鵜
飼
新
一
『
朝
野
新
聞
の
研
究
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
五
年
）
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の
情
報
に
よ
り
、
記
事
を
確
認
し
た
。

（
15
）　
「
渋
沢
社
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」　http://shashi.shibusaw

a.

or.jp/details_nenpyo.php?sid=15030&
query=&

class=&
d=all

&
page=16　

二
〇
一
六
年
九
月
四
日
確
認
。

（
16
）　

神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
新
聞
記
事
文
庫http://w

w
w
.lib.

kobe-u.ac.jp/das/ContentV
iew

Servlet?M
ET

A
ID

=00219733&

T
Y
PE=H

T
M

L_FILE&
PO

S=1&
LA

N
G=JA

　

二
〇
一
六
年
九

月
六
日
確
認
。

（
17
）　

埼
玉
県
職
員
、
自
治
新
誌
社
、
朝
野
新
聞
社
、
中
外
商
業
新
報
社

へ
の
就
職
は
、
天
野
が
関
係
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
井
、
吉

江
、
柳
田
と
い
っ
た
早
稲
田
大
学
教
授
が
鶴
堂
の
経
歴
を
知
る
事
が
で

き
た
の
も
、
天
野
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

（
18
）　

国
文
学
資
料
館
本
は
赤
紙
中
表
紙
表
面
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
な

い
。

（
19
）　

時
事
新
報
は
二
十
年
九
月
頃
に
掲
載
を
再
開
し
て
い
る
。
硯
友
社

「
我
楽
多
文
庫
」
の
二
十
一
年
か
ら
刊
行
さ
れ
る
第
三
期
の
号
に
は
、
対

訳
で
は
な
い
が
、「
西
洋
軽
口
」
の
名
で
「
花
咲
兵
衛
」
の
翻
訳
に
よ
る

西
洋
笑
話
の
紹
介
が
掲
載
さ
れ
る
。『
西
洋
落
語
』
の
影
響
は
実
証
で
き

な
い
が
、
当
時
の
文
士
た
ち
が
西
洋
笑
話
に
関
心
を
持
っ
た
こ
と
を
示

す
。
硯
友
社
の
社
友
に
団
々
珍
聞
記
者
の
礫
川
喜
望
や
、『
洒
落
哲
学
』

の
土
子
金
四
郎
も
加
わ
っ
て
い
た
点
を
見
る
と
、
硯
友
社
に
は
西
洋
的

な
笑
い
、
ユ
ー
モ
ア
観
が
い
ち
早
く
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

（
20
）　

以
下
、
ル
ビ
が
な
い
語
は
本
文
に
ル
ビ
が
な
い
。
会
話
主
体
を
示

す
語
に
は
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。

（
21
）　M

itilda

はM
atilda

の
誤
植
。
そ
の
他
原
文
通
り
で
あ
る
。

（
22
）　
「
座
」、「
事
」
に
は
ル
ビ
が
な
い
。
出
典
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
23
）　“w

ith ”

は“w
ish ”

の
誤
植
。“cget ”

も
本
来
は“Get ”

と
な
る
。

（
24
）　

誤
植
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

（
25
）　

拙
稿
「
国
木
田
独
歩
と
笑
い
―
『
上
等
ポ
ン
チ
』
と
『
米
国
一
口

噺
』」、『
笑
い
と
創
造　

第
六
集
』（
勉
誠
出
版　

二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
26
）　
「
寝
て
ら
る
」
は
原
文
通
り
で
あ
る
。
こ
の
笑
話
は
、「
少
年
倶
楽

部
」
昭
和
十
年
四
月
号
の
投
稿
に
も
見
ら
れ
る
。

坊
「
お
父
様
、
太
鼓
を
買
つ
て
く
だ
さ
い
」

父
「
太
鼓
な
ん
て
喧
し
く
つ
て
仕
様
が
な
い
」

坊
「
じ
や
ア
、
お
父
様
の
寝
て
居
る
時
ば
か
り
た
た
き
ま
す
か
ら
」

（
27
）　

拙
稿
「
明
治
後
期
に
お
け
る
西
洋
笑
話
と
英
語
学
習
」（『
文
教
大

学
紀
要
』
二
二

－

二
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

（
う
ら　

か
ず
お
／
本
学
准
教
授
）


